
世界銀行グループの一員であるIFCは、途上国の民間セクター支援に特化した世界最大規模の国際開発金融機関です。 IFCは、開発途上

国の民間セクターへの投融資、国際金融市場での資金動員、企業と政府に対するアドバイザリー・サービスの提供を通じて、途上国

が持続可能な成長を実現できるよう支援しています。IFCは新興市場における投資の収益性を証明することで、触媒的（catalytic）な役

割を果たしています。

持続可能な発展を促進する

今日、もしあなたが社会的・経済的平等と男女平等を推進し、国際連合が定めた

持続可能な開発目標（SDGs）の実現を支援しようとお考えであれば、投資を通じ

てそれらを実現できます。

IFCは新興市場における民間セクターを支援する世界最大規模の開発金融機関とし

て、民間企業と協業し、投資家に対してリターンを得ながら開発インパクトを与

える投資機会を提供できる立場にあります。IFCのソーシャル・ボンドは、開発途

上国の十分なサービスを受けていない人々に焦点を当て、 基本的なインフラや金

融などの必須サービスへのアクセスが限られている女性や低所得者層など、新興

市場において十分なサービスを受けていない人々のためになるIFCのプロジェクト

に融資する機会を投資家に提供します。

IFCのソーシャルボンド・プログラム

2017年、ソーシャルボンドの分野において、IFCは、初の米ドル建てグローバル・ベ

ンチマーク債を起債し、同時にソーシャルボンド・プログラムを立ち上げました。

それ以来、IFCは公共および民間市場で、さまざまな通貨と期間でソーシャルボンド

を頻繁に発行しています。 このプログラムは、国際資本市場協会（ICMA）による

「ソーシャルボンド原則」に沿ったものです。2022年度に、IFCは5億ドル相当の

SOFRベースでの変動利付債を初めて発行しました。 IFCはこの取引により、2022年に

Environmental Financeから「ソーシャル・ボンド・オブ・ザ・イヤー」を受賞しまし

た。もう一つの注目すべきものは、5億カナダドルのベンチマーク債（期間5年）と

してはソーシャルボンドの発行です。

IFCのソーシャルボンド・インパクトレポートはすべてこちらからご覧いただけま

す。 : www.i fc.org/investors

I FCの強み

• 株主は186ヵ国の加盟国政府であり、米国が過半数を保
有。資本金の50%をAAA/AA格の国々が出資

• 一貫してスタンダード＆プアーズおよびムーディーズ
からAAA/Aaa (見通し「安定的」)の格付けを取得

• 潤沢な資本と高い流動性による強固な財務基盤
• 世界119ヵ国、１,800社超の企業に対する投融資を行

い、グローバルに分散したポートフォリオ

• バーゼル規制の下でIFCのリスク・ウェイトは0％

2022  年度末時点のソーシャルボンド発行実績

49億ドル

73本

13ヵ国の通貨建て

ソーシャルボンドファクトシート
IFCのソーシャルボンドプログラムを通じて、
ポジティブな社会的インパクトをもたらすプロジェクトを支援

https://www.environmental-finance.com/content/awards/environmental-finances-bond-awards-2022/winners/social-bond-of-the-year-supranational-ifc.html
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ソ ー シャルボンド関連プロジェクトの実例

トルコでの医薬品製造支援

COVID-19は、世界中のサプライチェーンに大打撃を与えま
した。製薬分野では、医薬品の製造に不可欠な原料の輸出
が制限されたため、出荷が遅れ、救命医薬品の供給に支障
をきたしました。

トルコの大手医薬品メーカーであるNobel İ laçへのIFCの投

資により、同社は事業を維持し、国内外で医薬品の供給を
継続することができました。Nobel İ laçは、製造が困難な注
射剤を含む医薬品を製造し、世界50カ国に輸出していま
す。

IFCの1,000万ユーロの融資により、同社が必要とする運転

資金を支援し、研究開発に加え、投資のための資金を確保
することができました。

Nobel İ laçは、自国に製薬施設がない多くの国に医薬品を

販売しているため、この投資により、ジェネリック医薬
品を手頃な価格で安定的に供給することが可能となりま
した。

他のプロジェクトについてご関心のある方は、こちらをご
覧ください。www.i fc.org/investors

適格プロジェクトの要件とは?

IFCのソーシャルボンドにより様々なソーシャルプロジェクトの資金調達が行
われています。IFCのソーシャルボンドによる調達資金は以下のようなプロ
ジェクトを支援しています：

• 金融仲介機関への融資。ただし、IFCの融資による調達資金の使途は、女
性が経営する企業へのオン・レンディング（転貸）。

• 「経済ピラミッドの下層部」をサプライヤー、流通業者、または消費者
と位置づけ、自社の主力事業の一部としてバリューチェーンに組み込ん
だ企業への融資。ただし、その事業モデルがビジネスとして成立し、規
模の拡大が可能であること。

• ソーシャルボンド原則で挙げている基準を満たし、ターゲット層をはじ

めとする支援対象により良い社会的成果をもたらすこと目的としたプロ
ジェクト。

「インクルーシブ・ビジネスと
「女性起業家支援」とは？

インクルーシブ・ビジネスとは、「経済ピラミッドの下層部」に属する人々
（１日当たりの収入が８ドル相当未満または生活必需品や各種サービスへの
十分なアクセスを持たない人々）への商品、サービス、所得機会へのアクセ
ス拡大を目的とした、民間セクターによるアプローチです。

IFCの女性起業家支援とは、金融仲介機関に融資と専門知識を提供し、その金
融機関のネットワークを活用して、女性が経営する零細・中小企業への資金
の転貸と質の高いサービスを提供するものです。

IFCのソーシャルボンドは、時に米ドルに換算され、その純収益はIFCのトレ
ジャリー部門内で、IFCの流動資産管理投資ガイドラインに 従って投資される

指定サブポートフォリオに配分されます。債券の発行残高がある限り、サブ
ポートフォリオの残高は、ソーシャルボンドによる資金調達の対象となるプ
ロジェクトに対してIFCが行った支出に見合った金額だけ減少します。適格プ
ロジェクトは、IFCが全額または一部を出資した全てのプロジェクトの中から
選ばれます。

資金調達の管理
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